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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 43 ha

平成 30 年度　～ 令和 2 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H29 R2

人/年 H29 R2

店舗 H29 R2

人/年 H29 R2

計画地区内の営業店舗数 主要９通りにおける営業店舗数
空き店舗対策事業や、交流施設の整備、都市基盤の付加価値向
上によりまちの活力向上が期待され、営業店舗数を、活力向上を
量る指標として設定する。

247店舗 280店舗

計画地区内のイベント来場者数
中心市街地地区内で行われるイベント来場者数を集計
（各イベント主催者発表の集計による）

多様な交流拠点の整備やイベント開催支援によって活発な交流が
生まれることが期待され、イベントへの来場者数を多様な交流の
状況を量る指標として設定する。

76850人／年 80,000人／年

計画地区内の交流施設利用者数
中心市街地地区の交流施設における利用者数
（市が毎年調査するAiAiひろば，市民交流センターの統計
に基づく）

多様な交流拠点の整備によって活発な交流が生まれることが期待
され、交流施設利用者数を交流人口の増加を量る指標として設定
する。

152,080人／年 262,800人／年

計画地区内の入込み客数（宿泊客
数）

中心市街地内の宿泊客数
公園・道路の整備による回遊性の向上や、イベントの実施などによ
り本地区の魅力が高まり、観光客の増加が期待され、宿泊客数を
観光客が訪れた指標として設定する。

141,000人／年 170,000人／年

・奄美市（以下、本市）は、平成18年、名瀬市、住用村、笠利町の合併により誕生した。本地区が位置する旧名瀬市は、古くから奄美群島における経済・社会活動及び教育・文化活動の中心的な役割を担ってきたほか、大島紬の生産・流通などにより独自
の経済圏として発展してきた。
・中心市街地は、道路・港湾などの交通基盤施設や各種社会公共施設の整備、産業・経済活動の振興が図られ、圏域内の中核都市、圏域外からの玄関都市として位置づけられている。また、名瀬港本港地区（マリンタウン地区）の整備により、中心市街
地と連携した都市機能用地を確保し、広域的なみなとまちづくりを進めている。
・また、貴重で多様な自然資源を多く有している奄美群島では、国立公園の指定がなされ、奄美・琉球の世界自然遺産登録への機運が高まるなか、大型クルーズ船、LCC就航等により観光客数が増加している。

・本地区では、平成19年に都市再生整備計画を策定し、観光・交流拠点（AiAiひろば）の形成やまちづくり組織の立ち上げと展開によるまちの新たな魅力の形成、末広・港区画整理や道路・公園等の基盤整備・高質化による市民の生活利便性の向上を進
めてきた。これまでの取組により、空き店舗率の低減やまちづくり活動への参加者数の増加といった効果が発現された。
・ただし、中心市街地の人口減少や、奄美大島全体で増加する観光客の中心市街地への呼び込みができおらず、本地区の店舗数や来街者数は減少している。
・平成29年3月には、中心市街地活性化基本計画が国の認定を受け、より多くの市民・観光客が来訪し交流できる賑わいと活気あふれた中心市街地の形成のために、各種都市機能の維持と利便性向上、商業機能の回復にむけたソフト施策の展開に取
り組むこととしている。

本地区は、末広・港土地区画整理やマリンタウン整備などこれまでのまちづくりの効果を最大限に活かしながら、市民や観光客の両者にとって魅力あるまちを目指し、付加価値を高めていくことが課題となっている。

・全市的に人口減少や高齢化（H27国勢調査：人口43,136人高齢化率28.5％）が進んでおり、市全体の活力を向上させるために、中心市街地地区への都市機能の集積による生活利便性の高いコンパクトなまちづくりを進め、地区内への交流人口の増加
を図る。
・奄美大島の観光客数は増加傾向にある一方で、中心市街地の年間商品販売額は市全体よりもその減少率が高く中心商店街の歩行者交通量は減少傾向にあり、中心市街地地区における観光まちづくりの推進により、ハードとソフトの両面から質の高
い観光地の形成を図る。
・観光交流センターの整備や各種イベントの企画・開催に対する経費の補助等積極的な展開により市民のまちづくり活動への参加数や施設の利用者数は増加傾向にあり、中心市街地地区に賑わいが生まれより多世代・多目的な交流が図られるよう、多
様な交流空間の創出とまちづくり活動の相互連携を図る。

・奄美市総合計画（平成23年策定）では、中心市街地の活性化に向け、ハード・ソフト両面から取り組み、賑わいと交流空間の創出を図るとともに、名瀬港本港地区（マリンタウン地区）と連携した「みなとまち名瀬」の構築がうたわれている。
・名瀬都市計画区域マスタープラン（平成16年策定）では、都市と港湾との一体化を図り、「みなとまち名瀬」の“顔”の形成を図るため、都市基盤整備と商業業務機能の再生を図り、奄美群島の「郡都」機能の形成を目指すこととしている。
・奄美市都市計画マスタープラン（平成30年策定予定）では、奄美群島の中心拠点として、ひと・もの・情報が交流し、様々な賑わいを形成する拠点地区として位置づけられ、土地の高度利用、都市居住機能の集積による快適な都市空間の創出、まちの
ゲートとしての役割を担うこととしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

大目標：　市民と観光客がともに集う賑わいあふれる名瀬中心市街地の形成～いもーれ・Comeもーれ・ゆてぃもーれ　コンパクトシティ「ゆらうまち」の実現～

目標① 便利で賑わいがあり、毎日来たくなるまち

目標② “おもてなし”を感じられる、また訪れたくなるまち

目標③ 多様な交流の場があり、ひとの魅力があふれるまち
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【整備方針１】都市機能の集積と付加価値の高い基盤整備による利便性の高い市街地の形成

都市機能の集積
●多くの市民が生涯学習や市民活動においてより活発に活動できるよう、本地区内の各施設と相互連携・機能補完する施設整備を
行う。
●新たに商店街区域で出店する者に対する家賃補助を行い、多種多様な商業集積の立地を促進することで、空き店舗を解消すると
ともに、賑わいと活気に満ちた商店街の形成を図る。
付加価値の高い基盤整備
●憩い・休憩の場、さらにはまちづくり活動の場としての機能を持った街区公園の整備充実により、まちの回遊性やアメニティの向上
を図る。

■（仮称）市民交流センター整備事業【高次都市施設：基幹事業】
■街区公園整備事業【公園：基幹事業】
〇（仮称）子育て・保健・福祉複合施設整備事業【関連事業】
○奄美市本庁舎建設事業【関連事業】

【整備方針２】地区全体の回遊性の向上と観光交流を呼び込む仕掛けづくり

回遊性の向上
●各拠点をつなぐ通りや、河川沿いなど奄美らしい風景がみられる通りといったの要所で、統一した道路修景やバリアフリー化、案
内板・情報版の整備を図り、観光客や市民にとって分かりやすく、歩きたくなるネットワークの形成を図る。
●隣接する交流拠点との連続性を意識した公園の整備・改修により、回遊性向上に寄与できる交流や憩いの場を創出する。
●商店街を一つのショッピングモールと見立て、誰もが快適に移動や買い物ができるよう、商店街の統一駐車券やタウンモビリティ
の導入を検討する。
観光客を呼び込む仕掛けづくり
●商店街を一つのショッピングモールと見立て、来街者へのリアルタイムな情報提供や、島唄等の放送による奄美らしさの演出を図
るため、商店街統一音響の整備を行う。
●奄美の自然や文化等、地域資源を活かしたまちづくりに向けて、まちづくり組織が中心となった特産品のＰＲ、イベントの企画・提
案など、地域の方々の顔が見えるまちづくりを行う。

■道路修景整備事業【高質空間形成施設:基幹事業】
■街区公園整備事業【公園:基幹事業】
□商店街賑わい再生事業【地域創造支援事業:提案事業】
□商店街統一音響放送施設【地域創造支援事業:提案事業】
□タウンモビリティ検討事業【地域創造支援事業:提案事業】
□イベントの開催等【まちづくり活動推進事業:提案事業】
○にぎわい回廊整備事業【関連事業】

【整備方針３】市民が活躍できる場を広げ、訪れる人が奄美の新たな魅力を発見できる、多様な交流の場の形成

交流の場の形成
●多世代・多目的の人が積極的にまちづくり活動や市民同士・観光客との交流を行えるよう、交流の拠点となる施設整備を行う。

交流の機会創出
●市民や民間のノウハウを生かした官民連携のまちづくりを進めるため、末広港線の開通や各施設の開設に伴うオープニングイベ
ントの実施や、その後の運用における官民連携施策の検討を行う。
●行政とＮＰＯ・商店街・まちづくり会社等の組織が一体となり、まちづくり活動に関する企画・検討を行い、官民協働によるまちづくり
を展開する。
●市民がまちづくりに参画するきっかけとなるよう、既設の公園をフィールドとして、市民主動による公園管理運営の支援を行う。

■（仮称）市民交流センター整備事業【高次都市施設:基幹事業】
□官民連携関連施策検討事業【地域創造支援事業:提案事業】
□イベントの開催等【まちづくり活動推進事業:提案事業】
〇（仮称）子育て・保健・福祉複合施設整備事業【関連事業】

住民参画、官民連携によるまちづくり活動の展開

・各種施設整備にあたっては、整備段階から住民WSやアンケート等の実施による利用者目線の機能の提案を行うとともに、開設時のｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄの検討や施設の活用・運用体制についても、住民参画・官民連携手法
の検討を行っていく。
・地域住民や来街者（観光客等）による賑わいの再生を図るため、地区内をはじめ市全体において、まちづくり組織や各種団体との連携を図り、まちづくり活動や新たなサービスの提供等について検討を行っていく。

本地区への観光客の誘導に向けた方策の展開

・多くの市民や奄美大島に訪れる観光客をターゲットに、本地区へ誘導するためのソフト事業の立案等について、まちづくり組織や各種団体との連携を図り検討を行っていく。
・観光客に対しては、（仮称）名瀬市街地マップの作成・配布等により、中心市街地の観光資源や地域の情報提供、各拠点へのアクセス方法等、来街者へのサービス向上を図っていく。

計画に関する情報提供

・計画の実施にあたり、市民の理解と賛同を得て各種の事業を円滑に進めるためにも、各種事業の進捗状況等を適宜情報提供し、広く市民の声を取り入れながらまちづくりを展開する。
・また、第２期計画（平成24～28年度）の結果を踏まえ、本地区の再生や市全体、さらには奄美大島全体の振興に向けた、官民協働によるイベントの実施やまちづくりに関するＰＲ等の活動を継続的に行っていく。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 いね公園 奄美市 直 A=1,100㎡ H30 H30 H30 H30 62 62 62 62

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設（緑化施設等） 奄美市 直 L=1,480m H30 R2 H30 R2 450 450 450 450

高次都市施設（地域交流センター） 奄美市 直 A=2,986㎡ H30 R2 H30 R2 2,438 2,438 2,438 2,100

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,950 2,950 2,950 0 2,612 1.5 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

奄美市 直 － H30 R2 H30 R2 25 25 25 25

奄美市 直 － H30 R2 H30 R2 8 8 8 8

奄美市 直 － R1 R2 R1 R2 2 2 2 2

奄美市 直 － H30 R2 H30 R2 9 9 9 9

奄美市通り会連合会・株式
会社まちづくり奄美・奄美
市社交飲食業組合・NPO
法人アマミーナ

間 － H30 R2 H30 R2 2 2 2 2

奄美市 直 － H30 R1 H30 R1 10 10 10 10

合計 56 56 56 0 56 …B

合計(A+B) 2,668
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
奄美市 直 3.2ha ○ H18 R3 9,530

鹿児島県・奄美市開発公社 直 ○ H19 R2

鹿児島県 直 ○ H10

市街地 鹿児島県 直 ○ H29

奄美市 直 ○ R1 R3 1,750

奄美市 直 ○ Ｈ28 R2

合計 11,280

地域創造
支援事業

タウンモビリティ推進事業 中心市街地地区

事業活用調
査

マリンタウン整備事業 名瀬港

国道58号バイパス整備事業

事業箇所名

－奄美市本庁舎建設事業

規模 全体事業費

土地区画整理事業（特会） 末広・港地区

所管省庁名

暮らし・にぎわい再生事業 （仮称）子育て・保健・福祉複合施設

（いずれかに○） 事業期間
事業 事業主体

市街地

にぎわい回廊整備事業

各種調査業務（通行量調査,事後評価）中心商店街，中心市街地地区

イベント開催等 －
まちづくり活
動推進事業

官民連携関連施策検討事業 ―

交付期間内事業期間

細項目

商店街賑わいづくり事業 中心市街地地区

商店街統一音響整備事業 中心商店街

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

（仮称）市民交流センター整備事業

連携生活拠点誘導施設

中心市街地道路（街区）修景整備

交付期間内事業期間
細項目

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,668 交付限度額 1,200.6 国費率 0.45



都市再生整備計画の区域

名瀬中心市街地地区（第３期）（鹿児島県奄美市） 面積 43 ha 区域
奄美市名瀬幸町、名瀬末広町、名瀬港町、名瀬入舟町の一部、名瀬金久町の一部、名瀬
柳町の一部、名瀬井根町の一部、名瀬伊津部町の一部、名瀬永田町の一部

名瀬中心市街地地区（第3期）（43ha）

末広・港土地区画整理事業
Ｈ16～R3

国道58号

県道名瀬龍郷線

国道58号

県道名瀬瀬戸内線

奄美市役所

奄美市
名瀬中心市街地地区

凡例

都市再生整備計画区域
土地区画整理事業区域


